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実践上の留意点 

 

１．授業説明 

 この授業は平成 29 年に告示された学習指導要領の内容項目「D 情報の技術」（２）双方

向性のあるプログラムによる問題解決に対応した題材「双方向のコンテンツによる問題解決」

の一端である。 

 

２．研究協議より 

 プログラムによる情報のやりとりを Scratch1.4 の MESH 機能で簡単にできることを授

業では示すことが出来た。その中で，「送る」「受け取ったとき」のプログラムの順序関係

とグローバル変数の共有について，簡単なプログラムの実行から確認させたことによって，

生徒の興味を引き出し，例示した問題を解決するサンプルのコンテンツの処理の流れを考

えやすくできたのではないかと考える。しかしながら，アクティビティ図と実際に作った

プログラムを確認することがなかったため，生徒がアクティビティ図を使ってプログラム

を説明することができなかった。感覚的にプログラムを作ったあとに，生徒がアクティビ

ティ図を使って自分の言葉で説明するという「理解」につなげるための対話的な学びの工

夫の必要性が指摘された。また，サンプルのコンテンツをあるべき姿に近づけるための課

題の設定や改良の活動では，課題を挙げて取り組むことが出来たものの，プログラムをど

のように修正すべきかという設計の活動ができなかった。アクティビティ図を活用し，ア

クティビティ図をもとに解決策を考える活動も指摘された。プログラムの作成については

授業者が自作した「Scratch図鑑」を使いながら，主体的に活動に取り組む生徒も多く見ら

れ，授業者へのプログラム作成の知識・技能に関する質問や使い方に関する質問も少なか

った。そのため，プログラムの作成については学習者が仕組みを理解しながら取り組んで

いたように感じることが出来た。 
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